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②中学校国語
ア 国語Ａ（知識）

９ 一 ２ 漢字を書く（今までにないドクソウ的な考えだ）

（正答率 本市２４．７％ 全国２６．１％）

◇分析結果
正答率は２４．７％と低い上に、全国平均正答率を下回った。「独奏」と誤答したもの

が多く、吹奏楽や音楽のコンサートなど、普段の生活の中で目にする機会の多い語は定着
しているが、使用頻度の低い語は定着度も低い。また、今回の「想」と「奏」のように漢
字自体がもつ意味への意識や理解も低いと考えられる。

◎学習指導に当たって
漢字の指導に当たっては、正確に読み書きができるようにすることに加え、それぞれの

漢字の特徴を理解することが大切である。そのためには、漢和辞典を用いて漢字には複数
の意味があることを確認したり、熟語として文脈でどのような意味をもつか捉えられるよ
うにしたりすることが効果的である。

９ 六 題名の下書きをどのように書き直したのかを説明したものとして適切なも
のを選択する

（正答率 本市３６．６％ 全国３６．４％）

◇分析結果
正答率は３６．６％と全国平均こそわずかに上回ったものの、県平均は下回っている。

生徒の中には文字は「自分が読めれば良い」という考えもあり、文字への意識が低い。ま
た、選択肢の意味を正しく理解できておらず誤答してしまった生徒も多かったと考えられ
る。

◎学習指導に当たって
ア 書写の学習では、ただ書くだけではなく、字形や文字の大きさ、全体のバランスなど
の観点を具体的に示して、修正しながら取り組ませることが大切である。また、ノート
や掲示物など、普段の生活の中で継続的に指導することも必要である。

イ 文章を正しく理解するためには、読書指導が重要である。本市は「読書は好きですか」
という質問に対して肯定的に答えている生徒が全国平均より少ない。読んでいる本も携
帯小説やライトノベルなどが多い。良い文章に触れる機会を増やし、普段の生活の中で
美しい日本語を使いこなせるようになることが大切である。

イ 国語Ｂ（活用）

２ 三 宇宙エレベーターについて疑問に思ったことと、それを調べるために必要
な本の探し方を書く

（正答率 本市５３．２％ 全国４９．２％）

◇分析結果
国語 B の設問については、いずれも本市は全国平均を上回っている。しかし、他の設

問がほとんど７０％を超えているのに対し、この設問に限っては５０％台と低い数値であ
る。誤答になってしまった理由で最も多かったのが、「本の探し方を二つ書けていないこ
と」であった。国語 B の設問に対して、おおむね良い結果が出てはいるが、まだまだ、
一問一答のテスト形式から脱却できていないと考えられる。
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◎学習指導に当たって
ア 文章を読んでいろいろなものの見方や考え方ができるようになるためには、自ら課題
や疑問をもって読むことが大切である。授業においては、文章の初読の感想を書かせる
ときにも、ただ「おもしろかった」「悲しくなった」などの感想にとどまらないよう、
批評的な読みができるようにすることが効果的である。

イ １つの答えだけではなく、複数の答えを導き出すためには、多くの情報を収集し、そ
れを取捨選択することが必要となる。本市は「テレビのニュース番組やインターネット
のニュースを見ますか（携帯電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュース
を見る場合も含む）」という質問に「当てはまる」と答えたのは５９．８％だった。し
かし、「新聞を読んでいますか」という質問に対しては８．５％だった。読書への関心
から見ても、活字から情報収集することへの意識が低いと考えられる。特にテレビなど
は、情報が流れていってしまうので、考えずに情報を受け取ってしまいがちである。活
字からじっくりと情報を取捨選択するため、そして多様な情報を集めるためにも、本や
新聞の大切さを生徒に伝えることも大切である。

（２） 算数・数学
①小学校算数
ア 算数Ａ（知識）

○設問の概要
１８÷０．９を計算する。

○出題の趣旨
除数が１より小さいとき、商が被除数より大きくなることを理解しているかどうか。

○学習指導要領の内容・領域
第５学年 A 数と計算 （３）イ

【分析結果】
本市の正答率は７４．５％で、全国の正答率を３．２％も下回っており、他の問題と比
べ無解答率が高い結果となった。児童にとっては苦手意識の強い問題である。小数の除法
の計算は、除数及び被除数に同じ数をかけても、同じ数でわっても商は変わらないという
除法の性質を生かして、整数の除法に置き換えることができる。誤答については、「除数
０．９のみ１０倍して整数にし、１８÷９と計算している」と考えられる児童が１４．３
％、また、「除数０．９を１０倍して１８÷９を計算し、商を１／１０している」あるい
は、「除数０．９を１０倍し、被除数１８を１／１０にして１．８÷９と計算している」
児童が７％いた。どちらも式が表している内容や、計算の意味をよく理解しないまま、形
式的な処理で解答しようとする姿が見受けられる。このことから、小数の除法は児童にと
って小数の概念や計算の複雑さなどにより、定着しにくい内容であると考えられる。

【手だて】
① 計算の結果を見積もることができるようにする。
② 除法の性質の理解の下に、小数の除法の計算の仕方を理解できるようにする。
◆数直線対応図 （全体の大きさ）÷（１つ分の大きさ）＝（いくつ分）

◆数直線対応図 10倍
0 0.9 9 18

0 1 10倍 10かな？ □ （個分）

  
見積り 

 

 
見積り： 
１０より大きく 

なりそうだな。 
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計算の結果を見積もることができるようにするためには、状況や場面に応じた見積もり
の経験を豊かにしたり、計算結果を具体的な場面に当てはめて吟味したりして、除数、被
除数と商の大きさの関係を適切にとらえることができるようにすることが大切である。
１８を０．９という小数で分けることが難しい児童でも、上記のように数直線上に数の
関係を表して考えたり、０．９を何個集めるといくつぶんになるかを考えたりすることが
できれば、わり算の筆算が苦手であってもある程度の見積もりをしながら、答えを導き出
すことができると考えられる。

◆除法の性質を利用した計算の仕方
小数の除法の計算においては、除法の性質の理解の上に立ち、整数の除法と同じように

行うことができることが大切である。
指導に当たっては、整数の除法の計算において、除数及び被除数に同じ数をかけても、

同じ数でわっても商は変わらないという除法の性質が成り立つことを確認した上で、小数
の除法を整数の除法に置き換える活動を取り入れることが考えられる。

例えば、
（ア）

式 １８０÷９＝２０ 答え．２０杯

（イ）

式 １８００÷９０＝２０ 答え．２０杯

（ウ）

（ア）と（イ）の計算結果が同じになることから、除法の性質が成り立つことを確かめ、
それらを基に、（ウ）においても、１８÷ 0.9 を１８０÷９に置き換えて計算できること
を確認することができる。また、筆算の仕方においても、その性質を使い小数点をいくつ
動かせばよいか判断し、正確に計算できるようになる。

このように、除法の性質を理解できるように丁寧な指導を行う。それにより、筆算での
計算では、形式的な処理で終わるだけでなく、除法の性質を基に小数点を何回動かさなけ
ればならないのか判断できるようになり、正しい答えを導き出すことができる。さらに、
計算した答えと初めに見積もった答えを比較することで、答えが正しいか否かを判断する
ことができることを学ぶこともできる。

同じ

同じ

１８０Ⅼのジュースがあります。 ９Ⅼずつに分けると何杯できるでしょうか。

１８００Ⅼのジュースがあります。９０Ⅼずつに分けると何杯できるでしょうか。

１８Ⅼのジュースがあります。 0.9Ⅼずつに分けると何杯できるでしょうか。

★１０倍して考える

式 １８Ⅼ ÷ ０．９Ⅼ ＝ □

１０倍 １０倍

１８０Ⅼ ÷ ９Ⅼ ＝ ２０

   

★筆算：小数点を１桁動かすとは…

０．９ １８．０

１０倍 １０倍
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○設問の概要
８㎡に１４人座っているシートについて、１㎡当たりの人数を求める式を書く。

○出題の趣旨
単位量当たりの大きさの求め方を理解している。

○学習指導要領の内容・領域
第５学年 Ｂ 量と測定 （４）ア

【分析結果】
本市の正答率は７３．５％で、県の正答率（７１．１％）および、全国の正答率（７２．
０％）を上回っている。しかし、無解答率が３．９％と高い。やはり場面を表した図から、
単位量（１㎡）当たりの大きさ（人数）を求める式を立てることが、課題であると考えら
れる。
正答の「１４÷８」に対し、「８÷１４」と間違えたものが多かった。単位量当たりの
大きさを求めるためには、除法を用いることは分かっているが、単位量が「１㎡あたり」
であるのか、「１人あたり」であるのかという理解が不十分であったと考えられる。また、
問題文の２つ目の図から「１㎡あたりに１人とあとちょっとになりそうだ。」ということ
は明らかである。さらに３つ目には、数直線に似た図も書かれている。それでも「８÷１
４」と間違えてしまうということは、図や数直線に慣れ親しんでいないと考えられる。

【手だて】
数直線などの図や既習の除法の意味と関連付けて、単位量当たりの大きさを求める式の

意味を理解できるようにする。
問題場面を図や数直線に表して数量の関係を捉え、二つの数量のどちらを単位量とする

かを判断し、的確に式を立てて、１㎡当たりの人数を求めることができるようにすること
が大切である。
指導に当たっては、文章から必要な情報を正確に読み取り、図に表したり、数直線に表

したりする活動を設けることが考えられる。例えば、下の平成２６年度【小学校】授業ア
イディア例のように、１㎡の区切りに１４人を均等に配分した図を作り変えていき、その
過程で等分除の場面であることを捉え、１４人を１㎡ずつに等分する式である「１４÷８」
と立式することが考えられる。また、この図を数直線に表す際には、第５学年の小数の除
法の学習で扱った数直線と関連付けて、面積と人数が比例の関係にあることを前提にして
いることを確認し、立式する活動を設けることも大切である。ただし、数直線は数量の関
係を整理して捉えるために有効なはずだが、数直線自体につまずく児童も少なくない。教
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育出版小学算数に記載されているような学びの手引きを用いて、数直線を描く機会を多く
設けることも必要である。

（参照）
「平成２６年度【小学校】授業アイディア例」 「平成２８年度全国学力・学習状況調査報告書」

P.15 P.46

「小学算数５」教育出版 P.261
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ア 算数Ｂ（活用）

○設問の概要
縦３９㎝、横５４㎝の長方形の厚紙から、一辺９㎝の正方形を２４個切り取ること
ができるわけを書く。
○出題の趣旨
縦にかくことができる正方形の数を求め、２４個の正方形をかくことができる理由
を記述できる。
○学習指導要領の内容・領域
第５学年 Ａ 数と計算 （１）

【分析結果】
本市の正答率は４３．５％で、全国の正答率（３８．５％）を５％上回っているものの、

無解答率が１３．５％である。除法を用いて厚紙の縦にかくことができる正方形の数を求
め、２４個の正方形をかくことができる理由を、言葉や式を用いて記述することに課題が
あった。
誤答の中で多かったのは、問題に示されている「正方形を横に６個かくことができるこ

と」に着目できなかったり、「正方形を横に６個かくことができること」は捉えているが、
縦と横の数を使って正方形の総数を求める説明が記述できなかったりしたものである。
他の誤答例としては、「横には６個かくことができます。たて×横を考えます。」と解答

したものが多く、厚紙の縦に書くことができる正方形の数を求めればよいことには気付い
ているが、一辺が９㎝の正方形が縦の長さ３９㎝の厚紙に何個かくことができるのかを求
めることができていないことが考えられる。
本市の正答率が５割を切るという現状から、「あまりのあるわり算」等、既習の学習内

容の定着を図り、さらに学んだことを活用できる力の育成が今後の大きな課題となると考
えられる。

【手だて】
筋道を立てて説明した内容を振り返り、根拠を明確にしたり、条件の過不足等を確認し

たりする活動を取り入れるようにする。
問題を解決した過程を説明する際には、条件に過不足がないように、根拠を明確にしな

がら筋道を立てて説明することが大切である。その視点で、解決過程を考察することが大
切である。
指導に当たっては、本設問を用いて考えると、「４×６＝２４なので、２４個かくこと

ができます。」という説明だけで終わっているものを取り上げ、「４×６の『４』や『６』
は何を表していますか。」などと問いかけることで、問題場面に戻って判断した根拠を明
確にすることが必要である。



- 15 -

４×６で、正方形は２４個
書くことができます。

４×６の『４』や『６』は
何を表していますか？

『４』は縦、『６』は横に正方形が
並ぶ数です。

なぜ、縦には『４個』、横には『６個』
正方形を並べられるとわかったのですか？

厚紙の横の長さは54cm。正方形の１辺
の長さは9cmだから。54÷9＝6
同じように厚紙の縦の長さは39cm。
39÷9＝4あまり3。だから4個です。

なるほど！厚紙の縦と横の長さを利用した
のですね。縦の長さはあまりがでるけど、
4個までなら大丈夫ということですね。
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②中学校数学
ア 数学Ａ（知識）

○設問の概要 数学Ａ
９（２） 比例ｙ＝２χについて、χの値が１から４まで増加したときのｙの増加

量を求める。
10（２） 一次関数の式から変化の割合を求める。
○出題の趣旨
・比例の式について、χの値の増加に伴うｙの増加量を求めることができる。
・一次関数ｙ＝ａχ＋ｂについて、変化の割合が一定でａの値に等しいことを理解
している。

○学習指導要領の内容・領域
Ｃ 関数 第１学年（１）エ、第２学年（１）イ

９（２）比例ｙ＝２χについて、χの値が１から４まで増加したときのｙの増加量
を求めなさい。

10（２）一次関数ｙ＝３χ－２の変化の割合を求めなさい。

【分析結果】
９（２）の正答率は 36.7％、10（２）の正答率は 48.6％であり、ともに全国平均を下

回った。誤答としては、９（２）では、ｙの増加量ではなく変化の割合を答えているもの
が多く見られた。10（２）では、変化の割合を式から見いだせなかった。このことから、
比例や１次関数における変化の割合について、その意味や傾きとの関係の理解が不十分で
あったと考えられる。

【手立て】
変化の割合の関係式をただ暗記するのではなく、変化の割合やその関係式が、関数の式、

表、グラフとどのような関係があるか気付くようにする。そのためには、式、表、グラフ
を関連付けた指導を丁寧に行う必要がある。

【手立てから考える学習活動案】 ＊ポップ体：手立てに係わる場面
学 習 活 動 指 導 の 留 意 点

○自動車が４０ Lのガソリンを入れて出発した。 変化の割合は「χの値が1増える
χｋｍ走ったときの残りのガソリンをｙ L と とき」のｙの増加量であることに

すると、χとｙの関係はｙ＝－０．１χ＋４０と 気付かせる。
なった。
－０．１はどんなことを意味していますか。

１次関数の式「ｙ＝ａχ＋ｂ」を
○次の表を式、グラフに表し、気づくことをいい 確認させる。
なさい

χ －２ －１ ０ １ ２ 座標平面でχ軸、ｙ軸がどちらか
ｙ －１ １ ３ ５ ７ を確認させる。

・式 ｙ＝２χ＋３ ・グラフ

〇式、表、グラフの関係をまとめる。 式、表、グラフの関係が掴めてい
ないときは、χが1増えたときの
様子を表や図に書き込んでみる。

変化の割合と傾き、切片とχが０の
ときのｙの値の関係に気付かせる。
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ア 数学Ｂ（活用）

○設問の概要
１（３）１試合の時間を１０分とすることができるかについて正しい記述を選び、

その理由を式を基に説明する。

○出題の趣旨
数学的な結果を事象に即して解釈することを通して、適切な事柄を判断し、その

事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみ
る。

○学習指導要領の内容・領域
Ａ 数と式 第１学年 （３）ウ

１ 第一中学校の第３学年では、「学級対抗ドッジボール大会」を開催します。実行
委員の海斗 さんと葉月さんは、大会の計画を立てています。
【大会の計画】

（３）海斗さんは、先生チームとの試合ではなく、各学級が応援を披露して競う「応
援合戦」を入れることを提案しています。海斗さんは、応援合戦を２回、同じ長
さで行うことを考え、新たに次の進行表を作りました。
【進行表】

進行表から、１試合の時間をａ分、１回の休憩をｂ分、１回の応援合戦をｃ
分とすると３ａ＋４ｂ＋２ｃ＝６０という式ができます。これをもとに、二人
は話し合っています

１回の休憩を５分、１回の応援合戦を６分とするとき、１試合の時間を１０
分とることはできますか。下のア、イの中から正しいものを１つ選び、それが
正しいことの理由を、３ａ＋４ｂ＋２ｃ＝６０ の式をもとに説明しなさい。

ア １試合の時間を１０分とることはできる。
イ １試合の時間を１０分とることはできない。
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【分析結果】
正答率は、５８．１％であり、全国平均および県平均をやや上回った。しかし、求める

条件をすべて満たしている正答（◎）率は１６．７％にとどまった。
原因としては、代入して得た値の分析が足りないことが考えられる。１試合の時間を１

０分とすると時間が足りないということや、時間を求めると９．３３３…と１０分に満た
ないということを説明できないなど、数の大小比較や過不足についての記述不足が目立っ
た。

【手立て】
日常的な事象を数学的な解釈に基づいて考察し、事柄が成り立つ理由を説明できるよう

にするために、言語活動を取り入れることが必要である。そこで授業では、説明する場面
設定を増やし、説明すべき事柄を明確にした上で、数学的表現を用いて簡潔にわかりやす
く説明できるようにしたい。また、生徒の説明を受けた教師が「なぜ？」や「何が？」と
いった切り返しの発問をすることが大切である。

【手立てから考える学習活動案】 ＊ポップ体：手立てに係わる場面
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

○平面図形の移動について、どんな移動をしたの ・具体物で考えることで移動の方
か説明する。 法を理解させる。

・そのとき使った条件や、必要な既
習事項等を確認し、さらに何が条
件として必要なのかを考えさせる。

【説明不足が予想される内容】
平行移動の距離・方向
回転移動の回転の中心・回転の方向と角度 ・足りない条件を質問により指摘し、
対称移動の対称の軸 説明不足を補うよう促す。

○ＡさんとＢさんの動きを表すグラフを比較し、
気付くことを説明する。 ・道のり・速さ・時間の関係から

グラフの書き方を確認させる。

・二人の速さ説明 ・何を、どのように読み取ったらよい
・ある時間の二人の距離 かを明確にして説明させる。
・ある地点への到達時間 など

【説明不足が予想される内容】 ・足りない条件を質問により指摘し、
χ軸、ｙ軸の意味 説明不足を補うよう促す。
どこを読み取って分かったかの説明

y（m）

20

40

30

60

50

（秒）120 χ

10

60 70 80 90 100 1100 10 20 30 40 50
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○設問の概要
３（１）Ａ車を購入して１０年間使用するときの総費用を求める。
３（２）Ｂ車の使用年数と総費用の関係を表すグラフについて、グラフの傾きが表

すものを選ぶ。
３（３）Ａ車とＢ車について、式やグラフを用いて、２つの総費用が等しくなる使

用年数を求める方法を説明する。
○出題の趣旨

関数の関係を表や式やグラフを用いて、その関係を理解したり、説明したりする
ことができるかどうかをみる。
○学習指導要領の内容・領域
Ｃ 関数 第２学年 （１）イ・エ

【分析結果】
（１）の正答率は６８．９％、（２）の正答率は３５．０％、（３）の正答率は２５．７

％であり、すべての設問で全国平均を上回った。しかし、（３）の無回答率は 12.7 ％であ
り、理由を表、式、グラフを用いて説明することに課題が見られた。表と式とグラフのつ
ながりについて理解が不十分であると考えられる。

【手だて】
関数の関係を表・式・グラフで表現する力を身に付けることは大切である。さらに、表

・式・グラフのつながりを理解させ、それらを用いてながら自分の言葉で問題解決の過程
を説明する力を身に付けさせたい。
グラフの傾きを求める際には、χの値が１増加するときのｙの増加量をグラフから読み

取り、その値が式や表においてどのようにつながっていくのかを考えさせたい。
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【手立てから考える学習活動案】 ＊ポップ体：手立てにかかわる場面
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

１．課題を考える。 ・導入で、車を選ぶ基準を考えさ
ガソリン車とハイブリッド車はどちらのほう せ、課題につなげていく。（簡単
が経済的か数学を利用して考えよう。 な理由も考えさせる。）

・活動の前に、ガソリン車は車体
価格が安く、燃費が悪い。ハイブ
リッド車は車体価格が高く、燃費
が良いことを確認する。

２．おおまかなグラフをかく。 ・ここでの経費は車体価格＋ガソ
ガソリン車とハイブリッド車の経費（車体価 リン代のみ
格＋ガソリン代）の推移をおおまかなグラフ とすることを確認する。
で表そう。 ・横軸を走行距離、縦軸を経費とす

る。

３．グラフからどのように判断するか考える。 ・グラフの交点の前後では、どんな
グラフからどちらが経済的と考えるか、自分 違いあるかを考え、自分の言葉で表
の考えをかこう。 すようにする。

４．ガソリン車とハイブリッド車の経費が同じに ・解決に必要な情報を考えさせなが
なるのは何 km走ったときか考える。 ら、提供していく。
ガソリン車とハイブリッド車の経費が同じに ・車体価格
なるのは何ｋｍ走ったときか求めよう。 ・それぞれの燃費

・ガソリン代

・与えられた情報をもとに、式やグ
・グループで相談しながら考える。 ラフを整理する。

考えられる解き方 ・課題解決のためには２直線の交点
・２直線の式を連立方程式にして交点のχ座 のχ座標を求めること、直線の切片
標を求める。 や傾きが車体価格や１km走るのに

・１ km走るのに必要なガソリンの代の差で かかるガソリン代であることに気づ
車体価格差を割る。 かせる。

５．自分の考えを説明する。 ・他の生徒の考えを聞くときの態
度を意識させ、考えを認め合う雰
囲気をつくる。

・解決に近づいた班の考えを広
げ、つなぐ。


